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戦時下で錬磨された声 レ

集鏡昌賢

わたしが浪曲研究に取組みはじめた頃(十年ほど前)に比べると、近年、浪曲がマスメディ

アに取り上げられる機会が増えてきた。主な理由として、若手の女性演者(浪曲師。曲師)の

活躍への注目が挙げられる。現在、浪曲を聴いたことがない人々が興味をもっきっかけーとして

「女流J浪曲師が占める位置は、極めて重要になっている。 浪曲において女流が主流になる日

が、もしかしたら来るのかもしれない。

その一方で、浪曲史が語られるなかで、女流についての言及は副次的なもので、あったことは

否めない。そこには、男性演者の声を代表させることで浪曲史の最大，幼句数が取り出せるとい

う暗黙の前提があったように思う。浪曲史における女流の位置づけを、正面から論じた文章は

皆無と言ってもよい。男性演者が多数であるとしづ数量的な理由付けを一端留保して、生活思

想ゆ流通の仕掛けを明らかにするという視点に立っとき、女流への注目は、重要な意味を帯び

てくる。「演じる戦争観る聴く戦争一口承文芸から戦争を考える一一J(2008年 10月25日第 56

図研究例会シンポジウム、司会・藤井貞和氏、企画構成・飯倉義之氏、)というテーマのもとに、

浪曲史を考えるという宿題を与えられたときに、真っ先に気になったのは、まさにこの「女流j

というテーマだった。

かつて「七色の声Jと呼ばれた女流浪曲師がし¥た。二代目天中軒雲月(のちに伊丹秀子)で

ある。雲月は 1930'"'-'40年代を代表する浪曲師のひとりで、あった。それと同狩に浪曲史上では、

レコード吹き込みを最も多くおこなった女流で、もある口「七色の声Jとは、様々な登場人物を演

じ分ける声色を駆使できるとしづ意味のキャッチフレーズである。雲月のレコードを初めて聴

く人は、ひとりですべての登場人物を演じ分けているととに驚く人も多かっただろう。演者自

身の声のだ格を消して、ラジオドラマさながらに聞かせてしまう雲月の語りは、「語り物Jらし

からぬ奇抜さを感じさせたと思われる。それゆえに、浪曲通のなかには雲月を酷評する人もい

たのだが、雲月の大衆的な人気は業界トップクラスで、あったことは間違いない口雲月は老若男

女を巧みに演じ，分けつつ、特に銃後の女性の心の葛藤や生き様に焦点をおいて口演した。 f七つ

の声Jは、まさに日常化した戦争(銃後/戦地)を背景とした人間模様を劇的に描くなかで錬

廃されていったのである。

声としての言葉を軸にしながら、生活の実存を支える物語・芸という側面から戦争体験・記

憶の内実を論じていくこと、それが「演じる戦争。観る聴く戦争Jにこだわる重要な意義のひ

とつであるだろう。各種メディアと結びつきながら、どのように「七色の声jがつくられ、受

容されたのか、引き続き考えてみたいと思っている。(大阪府)
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第56回研究例会 2008年10月25日(土)

シンポジウム「演じる戦争・観る聴く戦争一口承文

芸から戦争を考える-J

会場圏撃競大号渋谷キャンパス

米屋陽一

司会者の藤井貞和氏から本シシ吋マジワムの趣旨説明

があり、その後、飯倉義之氏から「イントロダクションー

いかにして『口承文芸から戦争を考える』かjとの導入

発言があった。時代背景や論壇・文壇などの発言を押

さえつつ多くの文就紹介と事例報告がなされ、「ことば

の流通としての『戦争~J r戦場の時と場にとじこめられ

ることない、トータノレな戦争に今・ここの問題として迫る

ことができるJと結ぼれた。

真鍋昌賢氏からは、「戦時下に響く七色の声一浪花

節における二代目天中軒雲月の位置づけ一Jと題して

の発言があり、 Fレコード会社・映画会社の戦時下の表

象システムに深く組み込討もることによって、銃後の女

性を語ることと新しし、芸を獲得することが結びついて

いた。還元すれば、家父長的世界観、それ~こ基づく血

縁・非血縁のからまりあう国家観針呆管する位置にあっ

た女流の声を雲月は代表する(ll.震にあったといえる」

と結ばれた。

丸山泰明氏からは、「パフォーマンスとしての戦争展

示-遊臓官から考えるJと題しての発言があった。遊

厳重富は 1882(明治 15)年に開館。震災による崩壊後、

再建、廃止を経て、 1986(昭和 61)年に再開館、 2002

(平成 14)年に展示がリニューアルされて公開され、現

在に至る。「遊就館関連年表jを示された後に、 rl.博
物館展示の語り方Jr2.展示室の努霊Jr3.展示される

『制『勝手Ij~J r 4.軍神・英霊の物神化Jと展開された。

近現代史の中での遊説調官のもつ意味を明瞭に示された。

野村敬子氏からは、 r~戦争体験を開くとし、うこと・語る

ということ-~と題しての発言があった。新田小太郎氏

は大正7年、山彰県最上郡漠室川村に生まれた。昭和

13年に徴集。 16年に任官。第36連隊に配属され戦地

へ。 21年 6月復員した。野村氏は新田氏から昭和 19

年のこととして戦争体験を開き、「ニューギニ7の戦地

で傷病兵に話・語りをして看病した体験者jであること

を知った。新田氏は通常「雪部隊Jに所属していた。

「雪国出身者が多し九ことによる命名JであったQ

新田氏は「マラリヤ、アミーバ赤痢、栄養失調などで

倒れた兵士の看病を命じられjた。「食べ物も薬もなし1

中で死に行く兵士が多かったjとし、う。そのような極限

状態の中で「故郷のムカシカタリの伝承言語Hこよって
語ったのであづた。「何とかして心安らかに、蘇生して

いく方法として病人たちと『話し言釣』することを思し 1立

0 

ち実行したJ0 r故郷の懐かしい話柄、怪談、笑話、艶

笑誇など、次から次に切れ目なく語Jったとし1う。それ

は「言葉が途切れると生命が消える感じJがしたからで

あった。しかし、「四十数人を看取り、埋葬、供養jしな

ければならなかった。死に直面したときの誰にも話し

たくない体験談はこうして建った。戦後 43年目のこと

であった。野村氏は、「問わず語りの方法jを意識して

聞いたという。

新田氏は「戦地の語り仲間『今義孝さん』を捕虜として

のこしてきたことに深く傷つき、朝日新聞の尋ね人欄

『物愛 45~で捜J し出し、今さんとの再会を果たし、平成
15年に没し1ta二人の紹介は野村氏の近寄語りの回

廊ー聴耳の五十年-~r男語りj に収められている。

戦後 64年。戦争体験者のすべてが南齢者。いずれ

ゼロになる日がくる。戦争体験談の聞き取りは急務で

ある。これまで、にヒロシマ、ナガサキ、オキナワ、東京

大空襲や各地の戦跡、特攻隊基地の知覧などを訪ね

た。それぞれの形で戦争体験が調路されている。 Y特選

県石垣市を訪ね「平和を語り京駅?集しリに参加したこと

がある。地元の高校生が「戦争マラリアJ体験者のオジ

イ・オバアから開き取り、「一人税語りJを試みていた。

語り手のオジイ・オバアや家族も参会していた。開くも

涙、語るも涙の一場面に遭遇し、口承文芸の今日的な

新たな役割を痛感したのだ、った。口承文芸から戦争を

考えるj本シンポジウムの内外への力強し、発信は意義

深いもので、あったD フロアとの議論する時間が少なか

ったのが少々 残念で、あったが。(千葉県)
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第2図国際研究フォーラム報告

植民地時代の昔話/グローバJI，;社会の昔話

2008年12月8臼(土)

会場 東京学芸大学

石井正己

2008年 12月6日、東京学芸大学において、 「植

民地時代の昔話/グローバル社会の昔話Jをテーマ

に、第2回国際研究フォーラムが開催された。 2006

年3月3日、千葉大学において開催された「グロー

パリズムのなかの口承文芸Jを受けたものである

( ~伝え』第 38 号参照)。今回は広域科学教科教育
学研究経費をあて、学会は共催という立場だ、ったが、

会長・事務局・国際会議委員会の全面的なお力添え

によって、 40名を越える参加者を得て実現すること

ができたq

第2回としては、日本が最も早く植民地にした台

湾を取り上げることにし、グローノ勺レネ土会の展望を

考えたいと思った。冒頭、会長の大島建彦さんが日

本民俗学と植民地との関係を整理し、私カ瀬民地時

代の「日本j と台湾の昔話採集について述べた。講

演をお願いした川村湊さんは、 「文学における声と

文字j と題して、植民地の文学と言語の研究から、

金田一京効。西ji繍・中島敦の3人を取り上げた。

後半は「台湾昔話の研究と継承」と題するシンポ

ジウムを企画した。まず、林イ圭慧さんの「台湾原住

民の昔話と漢族の昔話J、瀞琉芸さんの「台湾にお

ける口演童話活動の展開J、伊藤龍平さんの「台湾

における国語/日本語教育と昔話J、野村敬子さん

の「台湾から日本に来た花嫁の語る昔話jの報告を

Jj頂に行った。それらに対する言語命の時間はほとんど

なかったが、台湾の思い出や日本語教育などに話題

が広がった。最後は事務局の中村とも子さんの挨拶

で締めくくった

川村さんは、 「口承文芸は滅亡するj という考え

に対して批判的で、あったが、国文学とW~学、文学

と口承文芸の溝は、思いの外深いものだと実感した。

実はそうした議論自体、学問が細分化してゆく中で、

これまで、棚上げにされたままだ、ったのである。後半

では、昔話の民族移動、教室の中の昔話、口演童話

の活動、外国人花嫁の語りなど新たな研究の方向が

提案された。具体的な内容は、年度末に発刊する報

告書で明らかされるぽずである。ぜひともご一読を

賜りたし、 (東京都)

(右は会場の様子)

戸初、ら僻陪「出動んべの霊長話館のことJI
酒井董美

「出雲かんべの里Jは島根県松江市大庭町にある。

平成6年のオープンなので今年は15周年になる。こ

れは松江市が作った施設であり、民謡館、工芸館、

自然の森から成るが、ここで取り上げるのは、その

中の民話宣官である。

この舘は木造平屋建て276rrf.。農家を模した建物

であるが、中は事務室を除いて四つの部屋から成っ

ている。一つはマジックピ、ジョンの部屋で、小泉八

雲の「耳なし芳一」が立体映像で視聴でき、向かい

の伝承の座の部屋では、囲炉裏があり、語り手が来

館者に昔話を語ったり、影絵やスライ jドによる局番

を紹介している。

さて、語り手を引き受けている「とんと昔のお話

会J (会長・野津五恵、耐ナ悦子、平野美南工、山

田理恵)は、平素は 1名、イベントめ場合は2'"'""'4

名が常に待機しており、来客にいつでも生の局番を

語っている。特に事前に予約する必要はない。この

点が類似の施設には見られなし特色ではなかろうれ

次いで昔話コーナーの部屋では、山陰各地の昔話

35話が、かつての民放「まんが日本昔ばなし」風に

作られ、ボタン一つで視聴てやきる。

検索の座の音隠では、出雲地方独自の弁慶伝説(6

認、古事言琳話 (4話)と出雲国風土記紳話 (2

話)が同様に視聴でき、さらに民話の説明や島根県

内側云説地図がパネノレで一覧できる。そして小泉八

雲(ラフカディオ・ハーン)による松江市内の怪談

が4言語紹介されているo

詳細はパソコン上の「出雲かλ〆〈の里Jのホーム

ページ「時議白で福忍していただきたしL

なお、このホームページの「館長の部屋j では、

私がかつて収録した山陰各地の昔話やわらべ歌が伝

承者のそのままの声で聴ける倣旦みになっているこ

とも付言しておきた凡 (島根県)
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